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人
件
費

の
状
況
 

平
成
五
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
「
表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
六
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

（
注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
 

含
み
ま
せ
ん
。
 

特
別
職
は
 

職
員
給
与
の
状
況
 

（
給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 「表
 

2
」
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
のと
お
り
で
す
。
 

市
職
員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

e
 

《
 

（
諸
手
当
）
 

●

期
末

・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ

ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五
・
「
一〇
カ
月
分
と
な
「
 

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

〔表 1 〕人件費の状況（普通会計） 

区 分 
住民基本 
台帳人口 
(5年度末） 

歳
 
額

出

A
  

実 質
収 支 

人件費 
B 

人件費率 

(B/A) 
平成4年度
の人件費率 

5年度

見 込 

6 一 3.31現在 
人 

49,623 

千円 

18,228,273 

千円 

143,534 

千円 

3,022,843 

% 

16.6 

% 

16.6 

＠人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

職員給与費の状況（普通会計） 

職員ー人当たり給与費 626万円 

〔表3 〕一般行政職員の学歴別の初任給及び 
．経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 6年4月 1日現在） 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 

一1て）年以上 
15年未満 

15年以 L 
20年未満 

20年以上 
25年未満 

大学卒 164,900円 178,400円 256,755円 297,285円 377,119円 

高校卒 134,900円 144,200円 197,509円 248,800円 318,690円 

〔表4 〕ー般行政職員の級別職員数の状況 

〔表2 〕一般行政職員の
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成 6年4月1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 齢 43.3歳 38.7歳 

平均給料月額 316,547円 291,258円 

（平成 6年4月1日現在） 

区 	分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 	級 1 	級 計 

標準的な
職務内容 

部 長 参 事 課 長 課補
 
長
佐
 

副主幹 係 長 主 任 主 事 主 事 
l 

/ 
ノ／／ノ

／ 

職 員 数 15人 7 人 57人 60人 48人 52人 43人 40人 11人 333人 

構 成 比 r一
 
 4

 
%
  

2.1% 17.1% 1
 
8
.
 

%
  

14.4% 15.6% 12.9% 12.0% 3.3% 100% 

⑧標準的な職務内容と‘まそれぞれの級に該当する代表的な職名である。 

平成6年11月 1日 2 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
 

市
職
員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
件
費
の
状
況

平
成
五
年
度
将
油
会
計
決
算

比
込
み
に
よ
る
人
件
貨
の
状
況

は
「
友
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
六
年
度
作
油
会
計
中
l

初
予
算
に
よ
る
人
件
符
の
う
ら
、

-
般
職
員
の
給
与
品
川
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

人件費の状況(普通会計)

住帳民年基本 歳出額 ;k;・質 人1'1:1~ 人{'I: t~り終 平成，jif度区分
(台5 度人末n) A 収支 B (B/A) の人f'H~'十c

5年度
6.3.31現在 千円 千/11 下川 % % 

)， 

凡込 49，623 18，228，273 143，534 3，022，843 16.6 16.6 

〔表 1) 

⑬人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています

職員給与費の状況(普通会計)

(
注
)

1

職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。

2

給
与
貸
及
び
職
員
数
は
、

内
初
予
算
に
計
と
さ
れ
た
も
の

で
す
。

3

そ
の
他
の
手
咋
は
、
扶
袋
、

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
(
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
)

職
員
給
与
の
状
況

• 
職
員

定給
講料
な
月~
干lJ!
で
あ

る
-
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
手
助
給
料
月
額
は
、
「
炎

2
」
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す

0

・
職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。

〔表 2) 一般行政職員の
平均年齢及び平均給料

月額の状況
(平成6年 4片 1日刻化)

五所川原市[吋

職員一人当たり給与費 626万円

〔表 3) 

(平成6年4月 1[1現住)

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
部長 参事 課長

課長
話11主幹 係長 主{壬 主‘ド j三事 / / 

職務内容 補佐

職員数 15人 7人 57人 60人 48人 52人 43人 40人 11人 333人

構成比 4.5% 2.1% 17.1% 18.1% 14.4% 15.6% 12.9% 12.0% 3.3% 100% 

一般行政職員の級別職員数の状況〔表4)

(
諸
手
当
)

てでる ・
い 11二ボ月l
ま五 | ボ
す ・ ナ ・

0 三ス 劫
O~ 勉

ヵは手
月、当

分 [ fr:I ~
ととレ、
な 1(，1わ
っじゅ

⑧ 標準的な職務内存とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。

-
送
職
者
に
支
給
さ
れ
る
逃
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
法
と
し
て
川
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
巾
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

-
特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
時
間
外
勤
務
手
当
(
趨
過
勤

務
手
当
)
は
、
正
胤
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。

以
上
、
諸
手
当
の
状
況
は
「
表

5
」
の
と
お
り
で
す
。
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〔表6〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成6年4月1日現在） 

区
 

分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 

長
  

785,000円 

（支給割合） 

6月期 	1.6 月分 

12月期 2.0 月分 

3月期 0.5 月分 

計 	4.1 月分 

加算措置 	有 

助
 
役
 
 

655,000円 

収
入

役
  

590,000円 

議
 

長
  

390,000円 

副
議

長
  

350,000円 

議
 
員
 
 

325,加0円 

3 平成 6年11月1日 

〔表 5〕職員手当の状況 

区 ‘ 分 圧 	所 	川 	原 	市 国 

〔 5 年度支給割合〕 

期末手当 	勤勉手当 
〔 5年度支給割合〕 

期末手当 	勤勉手当 

期 末 手 当 
6 	月 	期 	1.6 	月分 	0.6 	月分 
12 	月 	期 	2.0 	月分 	0.6 	月分 

6 	月 	期 	1.6 月分 	0.6 	月分 
12 	月 	期 	2.0 	月分 	0.6 	月分 

0 
勤 勉 手 当 

3 月 期 	0.5 月分 	― 
計 	 4.1 	月分 	1.2 	月分 

3 月 期 	.5 月分 	― 
計 	 4.1 	月分 	1.2 	月分 

讐熱Eの琴階二盤隻P 	有 紐竺lート7、加質」普 f晋 
磐き共？撃些二豊隻P 	有 
案‘埠 l~ hスカn笛土井骨 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 
勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 
勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 
勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 	月分 

退 職 手 当 
最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

章禽蔓喬曇 
その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 
退職時 	 （2%--20％加算） 退職時 	 （2%--20％加算） 

特別昇給 	 原則 2 号給 特別昇給 	 原則 1号俸 

ゆ退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

特

手
 
価
暗

務

当
 
り
 
 

"
 

“
吟
 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 12.4% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 47,176円 

手 	当 	の 	種 	類 （手当数） 6 

代表的な

手当の名称 

支 給 額 の 多 い 手 当 社会福祉手当 

多くの職員に支給されて 
レ、 	る 	手 	当 社会福祉手当 

時
間
外
勤
務
手
当
  

（普
通
会
計
）
 
 

5
年
度
 

支 給 総 額 73,146千円 

職員1人当たり
支給総年額 194千円 

4
年

度
 

支 給 総 額 57,012千円 

職員1人当たり
支給総年額 150千円 

（平成6年4月1日現在） 

区
 
分
 

内 	 容 
国の制度

との異同 

国の制度
と異なる 
内 	容 

扶
 

養
 
手
 

当
 

配 	偶 	者 16,000円 

同
  

」
 

 

配
 

偶
 
者
 

以
 

外
  

1人目 

配偶者有 &500円 

配偶者無 11,000円 

2 人 目 5,500円 

3人目以上 
1人にっき 

2,000円 

満16歳の年度初め

から満22歳の年度

末までの子 

1人にっき 

1,000円 

加算 

住
 
居
 
手
 当
 

借 家（借間） 	限度額 27,000円 

持 家 	 1,000円 

（ただし、新築又は 

購入後 5年までは2,500円） 

同
  

一
 

 

通
 
勤
 
手
 当
 

交通機関等利用者 

限度額 45,000円 

交通用具利用者 

限度額 20,900円 

同
  

一
 

 

〔表 5J職員手当の状況

区 う〉 五 所 }II }M i行 I~五

(5年度支給主IJ合〕 (5年度支給割合〕

WI，.lミ手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

WI 木下 与"，
6 月 期l l.6 )Jづ〉 0.6 月分 6 月 }事i 1.6 J.j玉〉 0.6 月うテ

12 月 }制 2.0 )Jう〉 0.6 月分 12 月 j羽 2.0 月五ケ 0.6 月王子

勤勉手、'i 3 月 j捌 0.5 JJ分 3 月 JI1I 0.5 )l王子
4.1 )J:分 1.2 月う〉 J十 4.1 月ラ〉 1.2 月分

職制ヒの段階、職務の
有

職制上の段階、職務の
有

キ;&"';.r;による h日~):十昔 1rt 級等による加算十昔世

〔支給'tl) l'IL!.1ft1合 勧奨・定年 〔支給率〕 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0 月合〉 28.875月五テ 勤続 20年 21.0 月分 28.875月す〉
勤続 25年 33.75月分 44.55月5-1 勤続 25年 33.75月分 44.55月分

勤続 35年 47.5 月分 62.7 月分 勤続 35年 47.5 月分 62.7 月うテ

j1さ 可能 ;手 、『 絞r::'i限度 額 60.0 月分 62.7 月分 段 高 限 度 額 60.0 月タ〉 62.7 月分 | 
1人当たり
平均支給額 5，900千1'1 20.475千円

その他の加算指向
定年前早(2期%退~職2特0%例加措算f丘) その他の加算措世 定年前早期退職0特%例加措算償) I 

退職時 退職 u寺 (2%~2 

特別昇給 J点WJ 2号給 特別昇給 原則J 1号俸

"i)退職手当の 1人当たり平幼支給額は、前年度にill職した全職極に係る職員に支給された平均'鎖である。

区 分

特殊勤務 職員全体に占める手当支給職員の割合

手 当 支給対象職員 1人当たり平均支給年額

(5 年度)
手当の種煩(手当数)

時過会計 代表的な| 支給額の多い手当

E正ー

ノノ'f 

市

f量

fl}J 

ノfji

収

人

fjt 

議

士えー

品1/

議

長

議

只

手当の名称| 表くZり~支給されて

〔表 6J特別職の報酬等の
状況

(平成6年4月1日現在)

給料(報酬)
NJ 求手当

月額

785，000円

655，000円
(支給割合)

6月期 l.6月分

590，000円
12月期 2.0月分

3月期 0.5月分
390，000円

白i 4.1月分

350，000円
加算術的 午I

325，000円

3 平成6年J1月 1H 

全職 種

12.4% 

47，176円

6 

社会福祉手当

社会福祉手当

H寺 5 支給総額 73，146千円
!iiJ 勾三
外

度
職員 1人当たり

194千円量治 支 給 総 年 額
(務
普手 4 支給総額 57，012千円
受コ""当 王ド
百十

度
職員 1人当たり

150千円支給総年額

(平成6年 4月 1日現在)

区 国の制度
国の制度

内 言芸
との異同

と異なる
分 内容

両日 イ悶 者 16，000円

扶 配偶者有 5，500円
同己 1人目

養
配偶者無 11，000円

イ同

2 人目 5，500円 同

者
手

1人につき
3人目以上

以 2，000円

当 満16歳 の 年 度 初 め 1人につき

タト から満22歳の年度 1，000円

末 ま で の 子 加算

住 借 家(借問)限度額 27，000円

居 持家 1，000円
信l

手 (ただし、新築又は

当 購入後 5年までは2，500円)

通 交通機関等利用者

iiiJJ 限度額 45，000円

手 交通用具利用者
!司

当 限度額 20，900JIJ 

一'-ーー



歌
 

津
軽
ア
ス
ナ
口
短
歌
会
 

平成6年11月 1日 4 

ー
 

感謝状を受ける後藤所長 

一
「老
大
介
護
講
習
会
」
 
ー
 

一
二
十
八
名
に
修
了
証
を
授
与
 

青
森
県
五
所
川
原
土
木
事
務
所
に
 

感
謝
状
を
贈
る
 

九
月
十
一
百
か
ら
十
月
七
日
ま

で
に
わ
た
り
、
働
く
婦
人
の
家
で

行
わ
れ
た
老
人
介
護
鱗
泉
本
では
、
 

三
十
一
歳
か
ら
七
十
一
歳
ま
で
、
 

四
十
七
名
の
受
講
者
中
、
全
課
程

の
四
十
三
時
間
を
受
講
し
た
二
十

八
名
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
 

西
北
中
央
病
院
第
一
内
科
の
医

師
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山

荘
の
主
任
寮
母
等
を
講
師
陣
に
迎

え
て
の
こ
の
講
習
会
は
、
女
性
の
 

救急法 気道確保と人工呼吸法 

就
労
支
援
事
業
の
ー
つ
と
し
て
助

婦
人
少
年
協
会
と
働
く
婦
人
の
家

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、

近
の

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
多

く
な
っ
て
い
る
介
護
の
技
術
等
に

つ
い
て
学
ん
だ
も
の
で
す
。
 

受
講
生
の
前
田
祐
子
さ
ん

（
元

町
）
は
「
近
々
老
人
保
健
施
設
で

働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講

習
会
の
内
容
が
充
実
し
、
色
々
な

面
で
の
新
し
い
知
識
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
い
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
去
る
九
月
三
十
日
、
当

市
の
道
路
環
境
の
向
上
に
著
し
く

貢
献
さ
れ
た
、
県
圧
所
川
原
土
木
 

事
務
所

（
後
藤
文
夫
所長
）
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

平
成
五
年
度
同
土
木
事
務
所
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
、
都
市
計
画

道
路
三
・
三
・
二
号
石
岡
不魚
住

線
道
路
改
良
工
事

（
蓮
沼ー
田
町

間
）
は
、
花
菖
蒲
や
虫
お
く
り
な

ど
当
市
の
特
色
を
活
か
し
た
デ
ザ

イ
ン
は
も
と
よ
り
、
随
所
に
創
意

が
生
か
さ
れ
、
当
市
の
今
後
の
街

づ
く
り
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。
 

介護の技術を楽しく習得 

曾

意
の
花
か
ご
ワ
  ー
ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
株
式
会
社

（成
田
光
昭
代
表
）
廿
彫
刻
家
 

加
藤
豊
さ
ん
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
は
る
か
ぜ
％
 

＠
美
街
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
高
橋
満
直
さ
ん

（種
井
字
山
野
辺
二
三
三
ー
二
）
廿
五
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
店
廿
傘
他
二
十
八
点
。
 

〇
三
上
一
元
さ
ん

（
姥泡
字
船
橋
二
四
〇
ー
五
）
廿
二
万
円
。
 

〇
遠
州
流
津
軽
西
海
支
部

（
菊
池宗
雲
代
表
）
廿
六
万
三
千
円
。
 

〇
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
学
友
会

（田
中
友
和
代
表
）
廿
四
万
五
千
八
 

百
五
十
九
円
。
 

⑥
働
く
婦
人
の
家
へ
 

〇
長
内
慧
子
さ
ん

（戸
沢
字
玉
清
水
一
二
七ー
二
）
廿
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
 

一
一
点
。
 

P
K
〇
に
発
つ
顔
テ
レ
ビ
に
皆
若
 

し
よ
み
が
え
る
一
兵
の
と
き
の
ひ
 

と
コ
マ
 
大
沢
 

寿
夫
 

夜
の
ま
の
雪
に
項
き
真
臼
に
て
気
 

高
く
見
ゆ
る
岩
木
神
山
 

崎
野
 
清
蔵
 

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
散
ら
し
て
帰
る

児
ら
黄
の
花
に
逢
う
ま
で
冬
を
越

す
べ
し
 

市
田
勝
一
郎
 

南
極
へ
行
く
船
が
岸
に
繋
が
れ
て
 

マ
ス
ト
に
昇
る
青
年
の
夢
 

田
戸
岡
き
さ
 

道
す
が
ら
孫
の
笑
顔
を
想
い
つ
つ

歩
め
ば
あ
ふ
る
胸
の
と
き
め
き
 

大
谷
 
恭
子
 

花
う
ど
の
花
白
々
と
華
ゃ
ぎ
て
赤
 

倉
山
の
晩
夏
の
吟
行
 大

沢
 
頼
枝
 

.
 
.
 

寸
老
人
介
護
講
習
会
L
A
J

二
十
八
名
に
修
了
証
を
授
与
一

九
川
十

4

4

け
か
ら
卜
川
仁
川
ま

で
に
わ
た
り
、
働
く
附
人
の
家
で

行
わ
れ
た
右
人
介
護
議
'
H
会
で
は
、

ゴ
一卜

一
歳
か
ら
七
十

一
歳
ま
で
、

問
卜
じ
名
の
受
講
有
小
、
全
課
程

の
四
卜
二一
時
間
を
受
渇
仰
し
た
二
卜

八
名
に
修
了
証

A
が
段
与
さ
れ
ま

し
た
。

西
北
山
中
央
病
院
第

一
内
科
の
医

附
や
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
青
山

荘
の
巨
任
寮
母
等
を
講
師
陣
に
迎

え
て
の
こ
の
説
明
門
会
は
、
女
性
の介護の技術を楽しく習得

就
労
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
州

制
人
少
年
協
会
と
働
く
財
人
の
家

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
故
近
の

急
速
な
向
齢
化
に
伴
い
需
要
が
多

く
な
っ
て
い
る
介
護
の
技
術
等
に

つ
い
て
学
ん
だ
も
の
で
す
。

受
講
生
の
前
田
持
チ
さ
ん

(一
見

町
)
は
「
近
々
老
人
保
健
施
設
で

働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講

習
会
の
内
容
が
充
実
し
、
色
々
な

面
で
の
新
し
い
知
識
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
己
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

青
森
県
五
所
川
原
土
木
事
務
所
に

感
謝
状
を
贈
る

気道確保と人工呼吸法

市
で
は
去
る
九
月
三
卜
日
、
当

市
の
道
路
環
境
の
向
上
に
著
し
く

兵
献
さ
れ
た
、
県
五
所
川
原
土
木

救急法

善
意
の
花
か
ご

感謝状を受ける後藤所長

事
務
所

(後
藤
文
夫
所
長
)

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
同
土
木
事
務
所
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
、
都
市
計
画

道
路
三

・
三

・
二
号
石
岡
不
魚
住

線
道
路
改
良
工
事

(山
述
沼
|
田
町

間
)
は
、
花
パ
蒲
や
虫
お
く
り
な

ど
当
↑
巾
の
特
色
を
活
か
し
た
デ
ザ

イ
ン
は
も
と
よ
り
、
随
所
に
創
意

が
生
か
さ
れ
、
当
市
の
今
後
の
街

守
つ
く
り
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

ー
と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

@
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ

O
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
株
式
会
社

(成
田
光
昭
代
表
)

H
H
彫
刻
家

加
藤
豊
さ
ん
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
は
る
か
ぜ
」
。

@
美
街
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
高
橋
満
直
さ
ん

(柏
井
字
山
野
辺
二
三
三
|
一一

)
H
五
万
円
。

@
社
会
福
祉
へ

O
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
庖

1
傘
他
二
十
八
点
。

O
三
上
一
元
さ
ん

(姥
泊
字
船
橋
二
四

O
l五
)

H
H
二
万
円
。

O
遠
州
流
津
軽
西
海
支
部

(菊
池
宗
雲
代
表

)
H
六
万
三
千
円
。

O
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
学
友
会

(田
中
友
利
代
表

)
H
四
万
五
千
八

百
五
卜
九
円
。

@
働
く
婦
人
の
家
へ

O
長
内
慧
子
さ
ん

一一
占…
。

(戸
沢
字
玉
清
水

一
二
七

|
一一)

ー
ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー l忠之

匝言

4 
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津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

P
K
O
に
発
つ
顔
テ
レ
ビ
に
皆
若

し
よ
み
が
え
る

一
兵
の
と
き
の
ひ

大

沢

寿

夫

と
コ
マ

夜
の
ま
の
よ
吋
に
頃
き
点
h
に
で
気

」
リ
川
く
見
ゆ
る
岩
木
神
山崎

肝

t白
}f授

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
散
ら
し
て
帰
る

川ん
ら
武
の
花
に
逢
う
ま
で
冬
を
越

す

べ

し

市

田

勝

一
郎

南
極
へ
行
く
船
が
岸
に
繋
が
れ
て

マ
ス
ト
に
升
る
育
年
の
夢

同
戸
岡
き
さ

道
す
が
ら
係
の
笑
顔
を
想
い
つ
つ

歩
め
ば
あ
ふ
る
胸
の
と
き
め
き

大

谷

恭

チ

花
う
ど
の
花
向
々
と
華
や
ぎ
て
赤

倉
山
の
晩
夏
の
吟
行

大
沢

)ji員
十支



 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
 「わ
・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

 

ふ
る

さ
と

の
み
な

さ
ん
 

お
元
気

て
す
か
 

   

   

一 一ーーーー一～ 

～一ー～ーーー一ーー 

 

~ 

 

   

「津
軽
弁
、

い
い
で
す
ね
」
 

高
 
橋
 
ル

ミ
子
さ
ん
 

（
小
田
原
市
・
久
野
）
 

◆
関

東
幾
代
ケ

丘

同
窓

会
事

務
局
長

◆
「
わ
・
五
所
川
原
会
」
副
会
長
・
事
務
局
長
 

（
飯詰
出
身
）
 

無

W
必
⑨
キ
モ
ク
セイ
 

高橋清ニさん 

（松島町二丁目） 

十
年
程
前
、
家
を
新
築
し
た
と
き
、
庭
師
さ
ん
が
風
除
室
の
一
角

に
小
さ
な
庭
を
作
っ
て
植
え
れ
く
れ
た
の
で
す
が
、
毎
年
秋
に
な
る

と
、
こ
う
し
て
小
さ
な
金
色
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
く
れ
る
ん
で

す
よ
。
こ
の
甘
い
香
り
が
い
い
で
す
ね
。
道
行
く
人
も
、
な
ん
の
香

り
だ
ろ
う
と
一
瞬
立
ち
止
っ
て
あ
た
り
を
見
回
す
姿
な
ど
、
よ
く
見

か
け
ま
す
。
こ
の
花
は
寒
い
地
方
や
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
弱
い
よ

う
で
す
が
、
こ
こ
の
空
気
が
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
ン
モ

ク
セ
イ
、
今
、
五
所
川
原
で
ま
っ
さ
か
り
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ネ
。
 

キンモクセイ 

5 平成6年11月 1日 

何
時
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
、
気
負

い
無
く
「
つ
が
る
弁
」
を
東
京
で

言
い
始
め
た
の
は
。
五
所
川
原
へ

帰
っ
て
来
て
久
し
ぶり
の
友
達
と
、
 

話
を
し
て
い
る
時
ふ
と
そ
う
思
っ

た
。
い
つ
も
、
田
舎
の
事
を
気
に

し
つ
つ
も
、
東
京
で
仕
事
を
し
、
 

生
活
す
る
限
り
 
「つ
が
る
弁
」
を

言
う
機
会
は
そ
う
な
か
っ
た
。
故

郷
を
隠
し
た
り
卑
下
す
る
訳
で
は

な
い
け
れ
ど
、
何
故
か
こ
と
さ
ら

そ
れ
に
触
れ
る
事
は
無
か
っ
た
。
 
 

取
り
も
直
さ
ず
、
ば
か
に
さ
れ
た

く
な
い
と
、
人

一
倍
片
意
地
張
っ

で
「
じ
ょ
っ
ぱ
り
」
し
て
来
た
私

で
す
が
、
幼
馴
染
み
が
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
今
は
ど
っ
ぷ
り
 
「つ
が

る
弁
」
な
の
で
す
。
三
十
代
は
、
 

ま
だ
子
供
が
小
さ
か
った
の
で
「い

ふ
り
こ
え
で
」
 
田舎
に
帰
っ
た
時

だ
け
。
そ
う
、
四
十
の
声
を
聞
い

て
か
ら
無
性
に
田
舎
が
懐
か
し
く

な
っ
た
の
で
す
。
食
べ
る
も
の
は
、
 

子
供
の
時
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
り
、
 
 

矢
も
楯
も
た
ま
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
 「キ
ー
ン
」
 
と
した
、
い
い

空
気
。
お
い
し
い
魚
に
お
酒
。
気

取
ら
な
い
あ
つ
い
人
情
。
 一
年
に

一
度
、ふ
る
さ
と
飯
詰
に
帰
り
「み

ん
な
に
逢
う
」
そ
れ
が
一
番
の
今

の
賛
沢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

さ
と
の
み
な
さ
ん

お
元
気
で
す
か

ふ

る

(2) 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
「
わ
・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

何
時
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
、
気
負

い
無
く
「
つ
が
る
弁
」
を
点
ボ
で

一
百
い
始
め
た
の
は
。
五
所
川
原
へ

帰
っ
て
来
て
久
し
ぶ
り
の
友
達
と
、

訪
を
し
て
い
る
時
ふ
と
そ
う
思
っ

た
。
い
つ
も
、
田
舎
の
事
を
気
に

し
つ
つ
も
、
東
京
で
仕
事
を
し
、

生
活
す
る
限
り
「
つ
が
る
弁
」
を

一
言
う
機
会
は
そ
う
な
か
っ
た
。
政

恥
仰
を
隠
し
た
り
卑
下
す
る
訳
で
は

な
い
け
れ
ど
、
何
故
か
こ
と
さ
ら

そ
れ
に
触
れ
る
い
や
は
無
か

っ
た
。

「
津
軽
弁
、

い
い
で
す
ね
」

橋
ル
ミ
子
さ
ん

(小
田
原
市
・
久
野
)

幾
代
ヶ
丘
同
窓
会
事
務
局
長

五
所
川
原
会」
副
会
長
・
事
務
局
長

(飯
詰
出
身
)

吉
岡

-
関
東

・
「わ・

取
り
も
直
さ
ず
、
ば
か
に
さ
れ
た

く
な
い
と
、
人

一
倍
片
立
地
張
っ

て
「
じ
ょ

っ
ぱ
り
」
し
て
来
た
私

で
す
が
、
幼
馴
染
み
が
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
今
は
ど

っ
ぷ
り
「
つ
が

る
弁
」
な
の
で
す
。
三
十
代
は
、

ま
だ
チ
供
が
小
さ
か
っ
た
の
で
「
い

ふ
り
こ
え
で
」
旧
舎
に
帰

っ
た
時

だ
け
。
そ
う
、
四
十
の
声
を
聞
い

て
か
ら
無
性
に
田
舎
が
懐
か
し
く

な
っ
た
の
で
す
。
食
べ
る
も
の
は
、

チ
供
の
時
の
記
憶
が
鮮
明
に
繰
り
、

矢
も
楯
も
た
ま
ら
な
く
な
る
の
で

す
。

「キ
l
ン
」
と
し
た
、
い
い

空
気
。
お
い
し
い
魚
に
お
酒
。
気

取
ら
な
い
あ
つ
い
人
情
。
一

年
に

一
度
、
ふ
る
さ
と
飯
詰
に
帰
り
「
み

ん
な
に
逢
う
」
そ
れ
が

一
番
の
今

の
賀
沢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高橋清二さん
(松島町二丁目)

十
年
程
前
、
家
を
新
築
し
た
と
き
、
庭
師
さ
ん
が
風
除
室
の

一
角

に
小
さ
な
庭
を
作

っ
て
植
え
れ
く
れ
た
の
で
す
が
、
毎
年
秋
に
な
る

と、

こ
う
し
て
小
さ
な
金
色
の
花
が
い

っ
ぱ
い
咲
い
て
く
れ
る
ん
で

す
よ
。
こ
の
甘
い
香
り
が
い
い
で
す
ね
。
道
行
く
人
も
、
な
ん
の
香

り
だ
ろ
う
と

一
瞬
立
ち
止

っ
て
あ
た
り
を
見
回
す
姿
な
ど
、
よ
く
見

か
け
ま
す
。
こ
の
花
は
寒
い
地
万
や
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
弱
い
よ

う
で
す
が
、

こ
こ
の
空
気
が
合
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
ン
モ

ク
セ
イ
、
今
、

日
所
川
原
で
ま

っ
さ
か
り
、
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
ネ
。

キンモクセイ
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一
 

活発な意見が出ましたノ 

 

第
一
回
五
所
川
原
菊
ま
つ
り
 

 

（於

・
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
）
 

 

十
一
月
一
日
よ
り
三
日
迄
 

 

（
三
日
、
午
後

一
時
よ
り
菊
を
無
料
配

布
）
 

「
「虫
お
く
り
」
の
特質
 
展望
等
を
分
析
 
一
 

虫
お
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
 

き
れ
い
な
ま
ち
を
 

み
ん
な
の
手
で
 

「五
所
川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
実
行
委
員
会
 

平成 6年11月 1日 6 

全
国
的
に
も
貴
重
な
存
在
で
あ

る
虫
お
く
り
を
多
面
的
に
解
明
す

る
「
虫
お
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（虫

お
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、
 

五
所
川
原
市
、
市
教
育
委
員
会
主

催
）
が
、
十
月
八
日
、
ふ
る
さ
と

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で
、
県
内
外

か
ら
約
百
五
十
人
の
参
加
者
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
長
谷
川
成
 

一
弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授

（
実

行
委
員
会
代
表
）
が
「
農
耕
儀
礼

と
し
て
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る

虫
お
く
り
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
地
域
が
多
い
な
か
で
、
五
所
川

原
市
の
虫
お
く
り
は
基
本
的
な
形

で
、
市
民
参
加
の
行
事
と
し
て
保

存
さ
れ
学
術
的
に
も
貴
重
な
存
在

で
す
。
そ
の
歴
史
的
特
質
を
多
面

的
に
解
明
し
、
市
の
未
来
の
展
望
 
 

の
契
機
に
」
 
と
フ
ォー
ラ
ム
開
催

の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
弘
前
大
学
人
文
学
部

助
教
授
の
小
池
淳
一
氏
が
 
「ム
シ

送
り
の
民
俗
的
位
相
」
、埼
玉
県
鴻

巣
市
市
史
編
さ
ん
室
の
浪
川
健
治

氏
が
「
虫
祭
り
を
し
た
人
々
ー
 

史
の
な
か
の
虫
送
り
ー
」
、筑
波
大

学
農
林
学
系
助
教
授
の
佐
藤
常
雄

氏
が
「
江
戸
時
代
の
病
害
虫
防
除
」
 

と
題
し
て
研
究
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
名
誉
教
授
の
塚
本
学
氏
が
「
虫

送
り
の
思
想
と
現
代
」
の
演
題
で

基
調
講
演
を
し
、
こ
の
あ
と
新
潟

県
上
越
教
育
大
学
助
教
授
の
浅
倉

有
子
氏
を
司
会
者
に
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
塚
本
氏
や
研
究
成
果
報

告
者
、
佐
々
木
市
長
、
市
虫
お
く

り
研
究
会
会
長
の
田
津
多

一
氏
に

よ
る
討
論
会
が
行
わ
れ
、
虫
お
く

り
の
い
ろ
い
ろ
な
分
析
や
特
質
、
 

展
望
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
 

ご
み
の
資
源
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
「
五
所
川
原
家
族
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
実
行
委
員
会
 

（
原
芳
江代
表
）
が
、
去
る
九
月

十
五
日
の
河
川
ま
つ
り
で
開
催
し

た
五
所
川
原
家
族
フ
リ
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
は
、
三
十
八
店
舗
の
参
加
を

得
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。
 

店
舗
の
参
加
料
七
万
六
千
円
 

（
一
店
舗
二
千
円
）
と
寄
付
金
九

万
六
千
百
七
十
円
（
囲
青
森
銀
行

五
所
川
原
支
店

・
囲
み
ち
の
く
銀
 
 

行
五
所
川
原
支
店
・
五
所
川
原
青

年
会
議
所
・
高
満
タ
カ
さ
ん
）
の
、
 

合
計
十
七
万
二
千
百
七
十
円
は
、
 

五
所
川
原
を
き
れ
い
な
街
に
す
る

た
め
の
資
金
と
し
て
、
有
効
に
活

用
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

実
行
委
員
会
で
は
、
き
れ
い
な

環
境
づ
く
り
の
た
め
「
五
所
川
原

家
族
フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
 
をこ

れ
か
ら
も
毎
年
、
定
期
的
に
継
続

し
て
い
き
た
い
、
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

大盛況のフリーマーケツト 

第
一
回
五
所
川
原
菊
ま
つ
り

(於

・
菊
ヶ
丘
水
郷
公
園
)
十
一
月
一
日
よ
り
三
日
迄

「
虫
お
く
り
」
の
特
質
・

展
望
等
を
分
析

虫
お
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
凶
的
に
も
此
重
な
存
在
で
あ

る
虫
む
く
り
を
多
面
的
に
解
明
す

る
「
虫
お
く
り
7

4
l
ラ
ム
」

(出

お
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、

バ
所
川
原
市
、
市
教
育
委
口
会
主

催
)
が
、
卜
川
八
日
、
ふ
る
さ
と

交
流
附
民
セ
ン
タ
ー
で
、

川
県
内
外

か
ら
約
行
バ
ト
人
の
参
加
行
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

.
弘
前
大
学
人
文
学
部
教
段

(実

行
委

μ会
代
ぷ
)
が
「
農
耕
儀
礼

と
し
て
山
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る

虫
む
く
り
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
地
域
が
多
い
な
か
で
、
五
所
川

原
市
の
虫
お
く
り
は
広
一
本
的
な
形

で、

山
民
参
加
の
行
引
と
し
て
保

存
さ
れ
学
術
的
に
も
古
重
な
存
症

で
す
。
そ
の
歴
史
的
持
抗
を
多
面

的
に
解
明
し、

市
の
未
来
の
展
望

長
谷
川
成

虫おくりフォ帽圃ラa

活発な意見が出ました/

の
契
機
に
」
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催

の
雌
竹
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
弘
前
大
学
人
文
学
部

助
教
段
の
小
池
淳

一
氏
が

「
ム
シ

送
り
の
民
俗
的
位
相
」
、
崎
E
県
山

巣
市
市
史
編
さ
ん
室
の
浪
川
健
治

氏
が
「
山
祭
り
を
し
た
人
々

l
歴

史
の
な
か
の
虫
送
り
1

」
、
筑
波
大

下
農
林
学
系
助
教
ほ
の
佐
牒
常
雄

氏
が
「
江
戸
時
代
の
病
中
青
山
{
防
除
」

と
題
し
て
研
究
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。そ

の
後
、
国
立
歴
史
民
俗
間
物

館
名
誉
教
段
の
塚
本
学
氏
が
「
虫

送
り
の
思
必
と
現
代
」
の
泌
題
で

必
調
議
演
を
し
、
こ
の
あ
と
新
潟

県
上
越
教
育
大
学
助
教
段
の
浅
倉

有
子
氏
を
司
会
お
に
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
い
啄
木
氏
や
研
究
成
果
報

告
布
、
佐
々
木
市
長
、

市
虫
お
く

り
研
究
会
会
長
の
田
滞
多

一
氏
に

よ
る
討
論
会
が
行
わ
れ
、
出
お
く

り
の
い
ろ
い
ろ
な
分
析
や
特
町
、

展
望
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

(三
日
、

午
後
一
時
よ
り
菊
を
無
料
配
布
)

6 

き
れ
い
な
ま
ち
を

み
ん
な
の
手
で

行
一
八
所
川
原
支
府

・
五
所
川
原
青

年
会
議
所

・
向
満
タ
カ
さ
ん
)の
、

A
H
計
十
じ
万
-一
千
行
じ
卜
川
は
、

バ
所
川
原
を
き
れ
い
な
街
に
す
る

た
め
の
資
合
と
し
て
、
有
効
に
活

用
し
て
い
く
も
の
で
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
き
れ
い
な

環
境
守
つ
く
り
の
た
め
「
バ
所
川
原

家
族
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
を
こ

れ
か
ら
も
毎
年
、
定
期
的
に
継
続

し
て
い
き
た
い
、
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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「五
所
川
原
家
族
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
実
行
委
員
会

ご
み
の
資
源
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
「
バ
所
川
原
家
族
フ

リ
l
マ
l
ケ
y
ト
」
実
行
委
以
会

(原
万
江
代
表
)
が
、
去
る
九
川

卜
五
日
の
川
川
ま
つ
り
で
開
催
し

た
尺
所
川
原
家
族
フ
リ
ー
マ

l
ケ

y
ト
は
、

二
十
八
府
舗
の
参
加
を

得
で
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

府
舗
の
参
加
料
七
万
六
千
川

(
-
府
舗
二
千
川
)
と
寄
付
金
ん

万
六
千
行
ヒ
ト
川

(附
青
森
銀
行

五
所
川
原
支
底

・
側
み
ち
の
く
銀

大盛況のフリーマーケット



,
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
の
）
 

て

レ
」オ
？
百冊
八
ノ
可
一丁

一
」
フ
、
「I、
 

、
ノイ
貝
，
爺
ノ
し
1

1

，・r

》

・
、
》
 

文
化
財
編
担
当
部
会
 
小
 
口
 
雅
 

史
 

『 ユ
仕
一
一
 ー

 

『五
所
川
原
市
史
』
文
化
財
編

が
刊
行
さ
れ
た
。
市
史
の
当
初
の

編
纂
計
画
に
は
、
こ
の
文
化
財
編

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
国

の
文
化
財
保
護
法
が
 
「わ
が
国
の

歴
史
、
文
化
の
正
し
い
理
解
の
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
」
 
国

民
の
財
産
で
あ
る
と
文
化
財
を
定

義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
文
化
財
編
な
く
し
て

五
所
川
原
市
の
歴
史
の
正
し
い
理

解
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
こ
で
追
加
の
刊
行
が
決
ま

り
、
版
型
と
し
て
は
図
版
に
配
慮

し
て
、
不
統
一
で
は
あ
る
が
、
B
 

5
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

こ
う
し
て
刊
行
が
決
ま
っ
て
か

ら
、
調
査
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
の
は
、
平
成
三
年
の
初
め
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
北
方
史
に
造
詣
の

深
い
、
東
京
国
立
博
物
館
の
佐
々

木
利
和
氏
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
 

寺
院
所
蔵
の
文
化
財
の
予
備
調
査

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
調
査
は
数
次
 
 

に
分
け
て
行
わ
れ
た
が
、
報
告
を

う
け
る
過
程
で
、
カ
ラ
ー
図
版
に

載
せ
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
文
化

財
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
刊
行
の
目
途
が
徐
々

に
た
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 ま

た
県
や
市
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

文
化
財
を
集
め
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
現
に
市
民
に
信
仰
さ
れ
て

い
る
仏
様
、
「
お
ら
が
町
の
仏
様
」
 

と
い
う
観
点
か
ら
も
編
集
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
 

さ
ら
に
、
調
査
は
個
人
蔵
の
文
化

財
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
 

そ
の
後
、
県
立
郷
土
館
の
寺
院

仏
像
調
査
と
合
同
の
形
で
、
弘
前

大
学
の
須
藤
弘
敏
氏
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
寺
院
調
査
に
つ
い
て
は
、
 

よ
り
精
徴
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
成
果
が
、
本
巻
の
主
体

部
分
で
あ
る
美
術
・
工
芸
編
に
集

約
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
歴
史
資
料
と
し
て
は
、
 

市
史
編
集
委
員
の
福
田
友
之
氏
や

黒
瀧
十
二
郎
氏
ら
と
と
も
に
選
定
 
 

を
す
す
め
、
美
術
品
的
価
値
を
持

つ
資
料
を
中
心
に
編
集
を
す
す
め

た

0
一
部
、
史
料
編
と
重
複
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
本
巻
で
は
文
化

財
と
い
う
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
て

お
り
、
歴
史
資
料
そ
の
も
の
と
し

て
の
解
説
は
、
当
然
、
史
料
編
や

通
史
編
で
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

そ
の
過
程
で
、
き
わ
め
て
注
目

さ
れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。
 一

つ
は
清
代
の
堆
正
帝
の
詰
命
、
も

う
ー
つ
は
若
山
牧
水
の
書
簡
群
で

あ
る
。
前
者
は
、
私
の
知
る
限
り
、
 

現
物
と
し
て
は
他
に
京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る

も
の
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
し
か
も

そ
れ
に
比
し
て
当
市
の
も
の
の
方

が
著
名
人
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
価
値
は
極
め
て
高
い
と
い
え
る
。
 

後
者
は
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

た
の
で
御
存
知
の
方
も
多
い
と
思

う
が
、
当
時
の
歌
壇
に
お
け
る
当

市
の
地
位
の
高
さ
を
よ
く
示
す
も

の
と
し
て
重
要
で
あ
る
0
そ
こ
で

こ
れ
ら
に
は
重
点
的
に
解
説
を
付
 

,
 

 

す
こ
と
と
し
、
前
者
は
弘
前
大
学

の
井
上
徹
氏
、
後
者
は
弘
前
大
学

の
臼
田
昭
吾
氏
に
そ
れ
を
依
頼
す

る
こ
と
と
し
、
力
作
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
。
 

ま
た
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
専

門
家
で
あ
る
八
戸
工
業
大
学
の
高

島
成
佑
氏
に

一
任
し
て
、
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
旧
平
山
家
住
宅

を
は
じ
め
と
し
て
、
民
家
に
い
た

る
ま
で
、
詳
し
い
調
査
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
、
実
測
図
を
も
含
め

た
解
説
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
 

ま
た
民
俗
に
つ
い
て
は
県
江
郷
 
 

土
館
の
成
田
敏
氏
に
お
願
い
し
て
、
 

既
刊
の
史
料
編

I
と
重
複
し
な
い

形
で
選
定
し
て
い
た
だ
い
た
。
 

ま
た
自
然
分
野
に
つ
い
て
は
、
 

編
纂
室
の
協
力
で
名
木

・
古
木
を

中
心
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

こ
れ
が
文
化
財
編
刊
行
ま
で
の

お
お
よ
そ
の
経
緯
で
あ
る
。
 

こ
う
し
て
市
内
の
文
化
財
を

一

堂
に
集
め
て
み
る
と
、
津
軽
半
島

の
新
田
地
帯
に
お
い
て
、
真
贋
は

別
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
「名

品
」
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
文
化

を
享
受
す
る
風
土
が
当
地
に
あ
っ

た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る

わ
け
で
、
五
所
川
原
の
文
化
的
レ

ヴ
ェ
ル
の
高
さ
を
よ
く
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
 

本
書
の
中
に
は
、
日
常
的
に
は

公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
秋
の
夜
、
本
書

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
 
「名
品
」
 

を
じ
っ
く
り
御
鑑
賞
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
 

な
お
本
書
刊
行
に
際
し
て
は
、
 

資
料
所
蔵
者
の
絶
大
な
る
御
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
末
尾
な
が
ら
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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市
史
編
纂
だ
よ
り

⑫

文
化
財
編
の
刊
行
に
つ
い
て

文

化

財

編

担

当

部

会

小

口

雅

『尺
所
川
原
市
史
』
文
化
財
編

が
刊
行
さ
れ
た
。
↑
巾
山人
の
当
初
の

編
纂
計
画
に
は
、
こ
の
文
化
財
編

は
合
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
国

の
文
化
財
保
護
法
が
「
わ
が
国
の

雌
史
、
文
化
の
正
し
い
珂
併
の
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
」
国

民
の
財
産
で
あ
る
と
文
化
財
を
定

義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
文
化
財
編
な
く
し
て

五
所
川
原
市
の
雌
史
の
正
し
い
埋

解
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
こ
で
追
加
の
刊
行
が
決
ま

り
、
版
担
と
し
て
は
附
版
に
配
ほ

し
て
、
不
統

一
で
は
あ
る
が
、

B

5
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
刊
行
が
決
ま
っ
て
か

ら
、
調
査
が
本
作
的
に
開
始
さ
れ

た
の
は
、

Jr成
三
年
の
初
め
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
北
か
山人
に
造
詣
の

深
い
、
ぃ
米
京
国
立
問
物
館
の
佐
々

木
利
和
氏
に
御
協
力
い
た
だ
き
、

厚
院
所
蔵
の
文
化
財
の
予
備
調
査

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
調
任
は
数
次

に
分
け
て
行
わ
れ
た
が
、
報
告
を

う
け
る
過
程
で
、
カ
ラ
l
阿
版
に

岐
せ
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
文
化

財
も
多
数
存
布
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
刊
行
の
け
途
が
徐
々

に
た
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
県
や
市
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

文
化
財
を
集
め
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
引
に
市
民
に
信
仰
さ
れ
て

い
る
仏
峰
、
「
お
ら
が
町
の
仏
棟
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
編
集
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
調
査
は
個
人
蔵
の
文
化

財
に
も
広
げ
ら
れ
て
い

っ
た
。

そ
の
後
、
県
立
郷
土
館
の
矛
院

仏
像
調
査
と
合
同
の
形
で
、
弘
前

大
学
の
須
雌
弘
敏
氏
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
年
ド
リ
院
調
査
に
つ
い
て
は
、

よ
り
桁
織
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
成
果
が
、
本
巻
の
主
体

部
分
で
あ
る
美
術

・
工
芸
編
に
集

約
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
歴
史
資
料
と
し
て
は
、

市
山
人
編
集
委
員
の
福
田
友
之
氏
や

見
瀧
卜
-
一
郎
氏
ら
と
と
も
に
選
定

史

を
す
す
め
、
美
術
品
的
価
値
を
持

つ
資
料
を
中
心
に
編
集
を
す
す
め

た
。
一
部
、
史
料
編
と
重
複
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
本
巻
で
は
文
化

財
と
い
う
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
て

お
り
、
歴
史
資
料
そ
の
も
の
と
し

て
の
解
説
は
、
当
然
、
史
料
編
や

通
史
編
で
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
過
程
で
、
き
わ
め
て
注

H

さ
れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。
一

つ
は
消
代
の
推
正
帝
の
詰
命
、
も

う
一
つ
は
若
山
牧
ぷ
の
苫
簡
群
で

あ
る
。

前
弁
は
、
私
の
知
る
限
り
、

刷
物
と
し
て
は
他
に
京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る

も
の
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
し
か
も

そ
れ
に
比
し
て
当
市
の
も
の
の
方

が
著
名
人
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
価
値
は
極
め
て
布
い
と
い
え
る
。

後
省
は
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

た
の
で
御
存
知
の
方
も
多
い
と
思

う
が
、
当
時
の
欣
一
坦
に
お
け
る
当

市
の
地
位
の
高
さ
を
よ
く
一
不
す
も

の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
に
は
重
点
的
に
解
説
を
付

す
こ
と
と
し
、
前
省
は
弘
前
大
学

の
井

t
徹
氏
、
後
者
は
弘
前
大
学

の
臼
田
昭
丹
氏
に
そ
れ
を
依
頼
す

る
こ
と
と
し
、
力
作
を
寄
せ
て
い

こ
t
F
ミ
こ
。

み

人

#

人

し

衣
人

ま
た
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
日専

門
家
で
あ
る
八
戸
工
業
大
学
の
高

島
成
惰
氏
に
一
任
し
て
、
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
川
平
山
家
住
宅

を
は
じ
め
と
し
て
、
民
家
に
い
た

る
ま
で
、
詳
し
い
調
査
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
、
実
測
岡
を
も
合
め

た
解
説
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

ま
た
民
俗
に
つ
い
て
は
県
立
郷

土
館
の
成
田
敏
氏
に
お
願
い
し
て
、

既
刊
の
史
料
編

I
と
重
複
し
な
い

形
で
選
定
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
自
然
分
野
に
つ
い
て
は
、

編
纂
室
の
協
力
で
名
木

・
古
木
を

中
心
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
が
文
化
財
編
刊
行
ま
で
の

お
お
よ
そ
の
経
緯
で
あ
る
。

こ
う
し
て
市
内
の
文
化
財
を
一

堂
に
集
め
て
み
る
と
、
津
軽
下
島

の
新
田
地
帯
に
お
い
て
、
点
贋
は

別
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
「
名

品
」
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
文
化

を
字
受
す
る
風
土
が
当
地
に
あ
っ

た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て

い
る

わ
け
で
、
五
所
川
原
の
文
化
的
レ

ヴ
ェ
ル
の
古
川
さ
を
よ
く
心
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

本
仕
一日の
中
に
は
、
ハ
常
的
に
は

公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く

合
ま
れ
て
い
る
。
秋
の
街
、
本
川

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
「
名
品
」

を
じ

っ
く
り
御
鑑
賞
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
本
忠
刊
行
に
際
し
で
は
、

資
料
所
蔵
省
の
絶
大
な
る
御
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
ぃ
本
出
な
が
ら
謝

也
芯
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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⑧
赤
・
ヒ
ン
ケ
二電
話
の
場
合
 

印
店
の
人
に
カ
ギ
を
切
り
替
え
て
も
ら
「
て

一
九
（
 

回
十
円
を
人
れ
て
一
 
九
を
回
す
と
、
消
防
本

部
か
ら
「
い
っ
た
ん
受
話
器
を
切
っ
（
、く
だ
さ

い
。」
と
‘」
いま
す
 
切
る
と
、
消
防
本
部
の
力

か
ら
、
そ
の
公
衆
電
話
に
逆
発
信
し
て
、
「火
事

で
す
か
、救
急
で
す
か
」
と
応
答
が
あ
り
ま
す
。
 

町
名
、
番
地
、
氏
名
な
ど
、
落
着
い
て
ハ
ッ

キ
リ
告
げ
て
く
だ
さ
い
」
 

 

   

J
/
 

J
 

 

   

ー

」
 

⑥
公
衆
電
話
の
場
合
 

中
緊
急
辿
報
用
ポ
タ
ン
付
き
電
話
の
受
話
器
を
 

」シ
タ
i
前
面
の
赤
ボ
タ
ン
を
押
す
→
 
」
九

（
 

中
」緊
急
通
報
装
置
付
き
電
話
の
受
話
器
を
と
る
 

11月9日は 
r119」の日です 

火事と救急は局番なしの 
「 l 1 9j 

又
 

r 

r鴛 
纂
訴
 

検察審査会のはたらきの図解 

~1蜜爾 
早I 

審
査
の
結
果
 

へ 

ノ 

午
後
一
時
よ
り
菊
を
無
料
配
布
）
 

第

一
回
五
所
川
原
菊
ま
つ
り

（
於

・
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
）
十

一
月
一
日
よ
り
三
日
迄
 

日
、
 

日本原燃 

ふれあい大橋純子コンサート」 
レ日時 12月 9 目（金）午後 6時30分 入場無料

ン場所 ふるさと交流圏民センター 

レ出演者 大橋純子一 

ペアで500組を招待（応募多数の場合には抽選） 

ン申し込み方法 住復はがきに、ペアの氏名（フ 

リズ7-ナ）、‘性別、生年月日、職業、郵便番号、 

住所、電話番号を記入して申し込む。 （返信 

用にご自分の住所、氏名を！必ず記入、1組1通） 

ン締め切り 111月15日（火）消印有効 

）申し込み及び間い合わせ先 

日本原燃（株） ふれあいコン'4ナート係

〒030 青森市本町一丁目 2番15号・ 

一 	客0177-73-7171 

後期市民弓道教室（中学生・一般） 

姿勢が良くなり健康になる弓道をやってみ、ま

せんか。中学生から高齢者までを対象に、弓道

会の高段者が親切に指導いたします。気軽にお

いでください。 

ン期間 11月 8 日～12月20日 

レ時間 毎週火・木・土曜日 午後7 時～9時

＞場所 三道会館弓道場（市役所隣） 

ン問い合わせ先 市内新町 ナリタ印店 

" 35- 1083 

D主催 五j折川原弓道会 

ン後援 五所川原市教育委員会 

＞その他 （1）受講料,は無料です。 

(2）弓具は備えイ寸けのものがあります。 

☆出稼ぎされるみなさんへ☆ 
万一の事故に備えて 
『出稼労働者事故見舞金制度に』 

加入しましょう 

◇掛金は中 年間800円 
(4月I日より600円から改正されました） 

◇有効期間は =3 加入登録から1年間 

◇請求期間はロ◇ 発生した日から2年」gよ内

◇見舞金の給付額 

種 類 事 故 等 の 程 度 給付額 

死 亡
見舞金 ただし，一時帰省中の死亡を除く。 

出稼中（出発から帰宅まで）における死亡。 100 
万円 

傷
見
 
病
金
 

舞
  

出稼中における負 
傷又は疾病で休業 
療養を要するもの 

6月以上であるもの 12万円 

3月以上 
6月未満であるもの 

9万円 

1月以上 
3月未満であるもの 

7万円 

障
見
 
害
金
 

舞
  1の障害等級第4 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で、通常の就労を不能とする程度のもの 
（労働者災害補償保険法施行規則別表第 

級以上） 

30万円 

火 災
見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以ヒ） 

20万円 

◇問い合わせは =3 民生福祉部総合サーヒご 
ス課（内線281・282) 

ご存じですカソ検察審査会 
交通事故・詐欺・おどし等の犯罪による被害

にあい、警察や検察庁に訴えたが、検察官がそ

の事科二を起訴してくれノない。 

この様な不満をお持ちの方のために検察審査

会があります。 

お気軽にご相談ください。費用は無料で秘密

は固く守られノます。 

お問い合わせは 

弘前市大字下白銀町 7 
青森地方裁判所弘前支部内 

弘前検察審査会 胃0172 - 32 一 4321 
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第

一
回
五
所
川
原
菊
ま
つ
り
(
於

・
菊
ヶ
丘
水
郷
公
園
)

す
の

で
し

日
比

:
の

取
も

司

」

ま

1

日

9
動

1

-
'
a
E

剖

M
P

，

-tと

，

月
『

事

t

火

a
 
.. 

入場無料

.... 、aλ4・随〆可‘"，邑

"" ~(・ιF
~、~_ニ-.

ρ(."，，)'y.瓦クミ¥
ぷ〈可" 、、 J))

十

一
月
一
日
よ
り
三
日
迄

(三
日
、

。
公
衆
電
話
の
場
合

①
潔
急
通
報
別
ボ
タ
ン
付
き
危
訴
の
受
話
線
を

と
る
↓
前
耐
の
赤
ボ
タ
ン
を
抑
す

i
一
一
九
へ

②
緊
急
泌
報
装
蹴
山
刊
さ
電
話
の
受
話
燃
を
と
る

↓

一一

九
へ

@
赤

・
ピ
ン
ク
電
話
の
場
介

リ
刊
成
の
人
に
カ
ギ
を
切
り
終
え
て
も
ら
っ
て

一

一
九
へ

同
十
川
を
入
れ
て
一
一
九
を
附
す
と
、
消
防
本

部
か
ら
「
い
っ
た
ん
受
話
総
を
切
っ
て
く
だ
さ

い
J

と
乏
い
ま
す
。
切
る
と
、
消
防
本
部
の
山
み

か
ら
、
そ
の
公
衆
電
話
に
逆
発
い
し
て
、
「
火
事

で
す
か
、
救
念
で
す
か
」
と
応
答
が
あ
り
ま
す
。

町
名
、
番
地
、
氏
名
な
ど
、
叶
裕
治
い
て
ハ
ツ

キ
リ
代
げ
て
く
だ
さ
い
。

ご存じですかf検察審査会 |
交 通 事 故 ・詐欺 ・お ど し 等 の 犯 罪 に よ る 被 許

にあい、響察や検察庁に訴えたが、検察有がそ

の事件を起訴してくれない。

この様な不満をお持ちの方のために検察審査

会 があります。

お気軽にご相談ください。費用 は 無 料 で 秘 密

は 固 く 守 ら れ ま す。

「一 日本原燃 | 

しふれあい大橋純子コンサートJ

b日時 12月 9日(金)午後 6時30分

[>場所 ふるさと交流圏民センタ-

b出演者 大橋純子

ベアで500組を招待 (応募多数の場合には抽選)

じ〉 申し込み方法 住復はがきに、ベアの氏名(フ

リガナ)、性別、生年月日、職業、郵便.番号、

住所、電話番号を記入して月Iし込む。 (返信

用にご自分の住所、氏名を必ず記入、 l組 1通)

じ>締め切り 11月 15日(火)消印有効

じ>申し込み及び問い合わせ先

日本原燃(株) ふれあいコンサート係

〒030青森市本町一 丁目 2若手15号

笠宮0177-73 -7171 

l必嗣ー目当唖札 | 徒期市民同直教 (中学生・一般)1
姿勢が良くなり健康 になる弓道をやってみま

せんか。 中学生から高 齢者までを対象に、弓道

会の高段 者が親切に指 導いたします。気軽にお

いでください。

じ>期間 11月 8 日 ~12月 20 日

じ〉時間 毎週火 ・木 ・土曜日 午後 7 時~9 時

仁>場所 三道会館弓道場(市役所隣)

じ〉 問い合わせ先 市内新聞] ナリタ印J占.

宮 35-1083 

b主催ー五所川原弓道会

b後援 五所川原市教育委員会

じ>その他 (1 )受誹料は無料です。

(2)弓具は備え付けのものがあります。

午
後
一
時
よ
り
菊
を
無
料
配
布
)

お問い合わせは

弘 前 市 大 字 下 白 銀rUT7 

1'(森地方裁判所弘前支部内

弘前検察審査会 宮 0172-32 -4321 

8 斗Lhl(:6lflUi111 



秋の青少年健全育成全国強調月間 
●運動期間 平成6年1 1月1日ヘ-1 1月30日

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・雑誌、ツーショットダイヤル自動販売機等を無〈しましよう。 

※重 点 目 標 

(D 青少年の社会参加活動の推う焦 

（②〕健全な家庭生活の皇亭及促進 

（③職場における青少年育成活劃jOH足進i 

五所川原市青少年問題協議会 五所川原市少年相談センター運営協議会 
五所川原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会 
五所川原市学校警察連絡協議会 五 所 Jll 原 市 

	交通安全は家庭から 

交通事故概況（潜競現右り 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 ョi二所川Jj; 市管必」姦 

巨り 
6,  430 
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( ）内は前年対比 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

9 平成 6年11月1日 

あなたもー緒に踊りませんか 
ソシアル（社交ダンス）では仲間を募集しています 

＞日時 木曜日午後 6時30分～8時30分 

ン場所 働く婦人の家 

＞人数 若干名 （女性のみ） 

ン連絡先 新町ニオカ 雪35 - 1263 
（午前10時以降） 

ふるさと交流圏民センター（オルテンシア）催物ご案内（n月1日～11月20日） 
五所川原市字幾世森24-15 雪 33-2111 

〈大ホール〉 
	

〈小ホール〉 

日 曜 催 	物 開 	演 入場料 日 曜 催 	物 開 演 入場料 

1
  

火
  

文化講演会 
講師 木元教子 

18 : 30- 無 	料 
Q
U
 
 

木
  

木村ピアノ教室発表会 13 :00~ 無 料 

4
  

金
  

18 :00~ 無 	料 五一中定期演奏会 

4
'
 
 

金
  

市民総合文化祭 

（芸能部門発表会） 
9 :00~ 無 料 

に
J
 
 

土
  

五所川原女性コーラス 
18 : 30"- 1,000 円 

定期演奏会「カルメン」 

(
b
 
 

日
  

土
  

NHKふれあい広場 10 】 00- 無 料 
8
  

9
  

火
  

水
  

NHK「ふたりの 
ビッグショー」 

18 : 30'- 無 	料 

北五合唱祭 9 : 00- 無 	料 12 
トーオ一ャマハピアノ 

・エレクトーン発表会 
10 】 00---- 無 料 

11 金
  

豊かな高齢化社会を 
考える県民の集い 

9 : 00- 無 	料 
13 日

  

トーオーャマハピアノ 

・エレクトーン発表会 
10 : 00- 無 料 

12 土
  

日本民族舞踊団公演 18 : 30---- 
一般 2,000円
高校生以下 

1,000円 
18 金

  

シャンソンと 

絵画の夕べ 
18: 30- 5,000 円 

13 [H
「
 
 

菅野美奈と 
カザン四重奏団 

18 : 30- 3,500 円
当日4,000円 

20 日
  

下山学園 

お遊戯会発表会 
9 : 00- 無 料 17 木

  

おやこ劇場例会 
「森は生きている」 

18 : 00---- 
3,000 円

当日3,500円 

19 土
  

天童よしみショー 
1回目14:00----
2回目18:30---- 

4,000 円 ⑨NHK 「ふたりのビッグショー」(11月 

8 日）の出演者が、和田弘とマヒナス

ターズ、 田川寿美さんにきまりました。 20 日
  

東京児童劇場 
（人形劇の会） 

9 : 00--- 
A席1,400円 
B席1,200円 

トふるさと交流国民センター(オルテンシア)納ご案内 D月1日11月![I]日I
定量33-2111 

〈大ホール〉

五 所 川原市字幾世森 24-15

(小ホール〉

r 1 1 fJjt1 {tri 物 I)fl i寅 入場:fl u flicl {在 物 院| i京 入場料

1 火
文化講演会

18 : 30~ lllf: 来↓
講師本フE教-(- 3 木 木村ヒアノ教室発表会 13 : OO~ 査正 キ:十

5 

8 

9 

11 

12 

13 

17 

19 

20 

9 

金 h:-rl'定期演奏会 18 : OO~ 住E キ'1
市民総合文化祭

4 金 9 : OO~ 狙E キヰ

五所川DilkZZ三h三性コーラス 18 : 30~ 1，0001'1 
(芸能部IIIJ発表会)

| 定期演奏 「カノレメン」

火
NHK  rふたりの

18 : 30~ 鉦 料
6 Il NHKふれあい広場 10 : OO~ 釦E キ:ト

ビッグショー」

/1< 北五合唱祭 9 : OO~ 生正 事| 12 土
トーオーヤマノ¥ヒアノ

10 : OO~ 釦E 事ト
-エレクトーン発表会

金
豊かな両齢化社会を

9 : OO~ 釦E 料 トーオーヤマハヒアノ考える県上正の集い 13 f1 10 : OO~ 狙E ギ|

自立 2以，00下Ofll 
-エレク トーン発表会

土 1-1本民族舞踊ト11公演 18 : 30~ 自校生
1，∞01'1 シャンソンと

菅野美奈と 3，500 円
18 金

絵両のタベ
18 : 30~ 5，000円

日
カザン四電;奏凶

18: 30~ 
当114，000ドl

下山学問
おやこ劇場例会 3，000円 20 円 9 OO~ 盤E 料木

「森は生きているJ
18: OO~ 

当113，500/11 お遊戯会発表会

J: 天主よしみショー
1 ml 目 14:00~

4，000円 。NI-IK rふたりのビッグショーJ(11月
2凹 目 18 :30~

11 

8 11)の山部将 が、 不IIIJJ'Jムとマヒナス
東京児童劇場 9 : OO~ AJr'~ 1 ， 400 PI 

ター ズ、 1:11川|舟美さんにきまりました。
(人形劇の会) B席1，200PI

-a電磁寄露座霊長謹賀詞E翻盟臨翻加盟・
・運 動期間平成6年 11月 1日'""'-'1 1月 30日

青少年の健全育成のため、有害ビ、テrオ・雑誌、ツーショットダイヤル自動販売機等を無くしましょう。

※重点目標

① 青少年の社会参加問動の推進

② 健全な家庭生活の普及促進

③ 職場における青少年育 成活 動の 促進

五所川原市青少年問題協議会

五所川原市少年指導委員協議会

五所川原市学校 警 察連絡協議会

交通安令.は家庭から

交通事故概況 (JJAillW1)
五所川原市交通安全対策協議会

保 体1 1 五げr川 JJ;OIi管 内

6，430 283 
(+2]2)1 (+22) 

9 7 1 <1 
(22) 1 (0) 

傷者 1 7，222、I ，~ ~ ~ |(+285) 1 (+35) 
( )内は前年対比

見てるだろう止まるだろう人に頼るな円分の安全

、ド;JJ(6f!'-11)]111 

五所川原市少年相談センタ 運営協議会

五所川原地区青少年健全育成推進員協議会

五 所 川 原市

あなたも一緒に踊りませんか
ソシアル(社交ダンス)で怯f中間を募集しています

じ〉 日 時 木 11催日午後 6BN30分~ 8 時30分

b場所 働 く 婦 人 の 家

じ〉人数 軒干名(女性 のみ)

b 連絡先 新 mrニオカ 宮 35-1263 

(LI骨~ilOH寺ι).111'手)



「みんなの教室」作品展示発表会 
中央公民館」 

5 月から生涯学：習としてスタートした各教室

の学習成果の作品展示発表会が次のとおり開か

れます。ぜひ、来年度受講参加のために見学を。 

ン日時 平成6年11月17日（木） 

午前10時～午後 3日寺 

ン場所 中央公民館 

D教室と講師名 

茶 道 松坂 宗和 書 道 時田 智子

生け花 渋谷 とく スポーツ 藤田 妙子

料 理 山本 淳 藤手芸 藤森 せつ

洋 裁 野呂三枝子 日本舞踊 藤界l】 綾彩

着 ィ寸 鶴谷公美子一 

パッチワークキルト 三上 久子 

盆 栽 山本 善蔵 英 語 斉藤 志伸 

～心に豊かさとゆとりを求めて～ー 

第2回働く婦人の家利用者発表会」 

各種講座、サークルで学んだ作 Li」及び技芸を 

展示発表します。 

みなさん、お揃いでおいでください。 

期日 11月12日（土）-11月13日（日） 

場所 五所川原市働く婦人の家 

日程 

[11月12日（土）】 

午前10時～開館 午後1時30分～記念講演 

演題「青森県の郷土半十理」 講師 元東北女子一 

短期大学教授 郷土料理研究家 高橋みちよ氏 

午後 2日寺45分～3時 アトラクション 	 「滝 

栄会」津軽三味線演奏 

午後 5時～ 8時30分 舞台発表 	3B体操、 

みつば会、 あすなろ会、 日本舞踊、 フラワーズ 

[11月13日（日）】 

午前10時～開館 正午～舞台発表 	日本舞踊、 

あすなろ民謡、みつば会 午後 2 時～カラオクー 

タイム 午後 3日寺15分～閉館 

☆会期中は、各種サークル作品展示、お茶会が

開かれプています。 

問い合わせ 働く婦人の家 ”35 - 8898 
主催 働く婦人の家利用者発表会実行委員会

協賛 五所川 原 市 

今月の市税納期は次のとおりです 

〇固定資産税・都市計画税 

第 4 期 11月 1 日～11月30日
〇国民健康保険税 

第 5 期 11月 1日～11月30日 

多血葉板成分献血 
多血葉板成分献血一は、血液中から血梁J戎分と

血小板をいただき、赤血球成分は体内へお返し

します。 

血液の成分のうち、最も回復の遅い赤血球を

返しますので、からだへの負担は軽くなります。 

※ 予約制となってはsりますので、希望者は11 
月10日までにご連絡願います。 （内線 269) 
この献血には、約1時間を要します。 

期 	日 時 	間 場 	所 

11月14日 
（月） 

午前10時から
午後 3日寺まで 

市保健センター 
1階 

一 かんたん！健康レストラン 

	受講者募集 
寒さも増し、早一いもので

あと1カ月でクリスマス。 

いつもよりもっと楽しくな

るような、 クリスマス料理

を作ってみませんか？ 

ンテーマ クリスマス料理 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

松島地区 
11月18日 

（金） 

保健 

センター 

11月11日 

（金） 

ン日寺間 午前 9時30分～午後1日寺 

＞料金 無米斗て了す。 

）持参する物 みそ汁（おわん半分位の量を汁 

だけ持参ください）、健康手帳（お持ちの方） 

ェプロン、筆記用具 

＞申し込み先 地区の保健協力員へ 

第14回五所川原市 

一少年の主張発表大会 
明日を担う小学生・中学生の少年たち

が、家庭生活・学校生活及び地域社会の

ふれあいの中で、 日ごろ考えていること

を発表する大会です。市民のご来場をお

待ちしています。 

・日 時 平成6年11月11日（金） 

午後 1時～ 

・場 戸！斤 働く婦人の家（ 3 階ホーノレ） 

・入場料 無料 

・問い合わせ 総合サービス課 

（内線281・282) 
	ノ 

平成6年11月1日 10 

l 多血豪板成分献血 | 
多血按板成分献血は、血液中からlIlL蝶成分と

血小 板をいただき、赤血球成分は体内へお返し

します。

血液の成分のうち、最も同復の遅い赤血球を

返し ますので、からだへの負担は軽くなります。

※予約制となっておりますので、希望者は11

月 10日までにご連絡願います。(内線 269)

この献血には、約 1時間を要します。

時 マ
1
J

間川
回 一

宅移。 所

己竺言語管長津竺コ
寒さも増し、早いもので

あと 1ヵ月でクリスマス。

いつ もよりもっと楽しくな

るような、クリスマス料理

を作 ってみませんか?

仁>時間 午前 9時30分~午後 1時

仁〉料金 無料です。

仁〉持参する物 みそ汁(おわん半分位の立を汁

だけ持参ください)、健康手帳(お持ちの方)

エプロン、筆記用具-

[>申 し込み先 地区の保健協力員へ

「一第14回五所川原市一「

L少年の主張発表大会」
明日を担う小学生 ・中学生の少年たち

が、家庭生活 ・学校生活及び地域社会の

ふれあいの中で、日ごろ考えていること

を発表する大会です。市民のご来場をお

待ちしています。

・日 時 平成 6年 11月 11日(金)

午後 1時~

・場所 働く婦人の家 (3階ホーノレ)

・入場料 無料

・問い合わせ 総合サービス課

(内線281・282)

「「みんなの教室J作品展示発表会「
中央公民館」

5 JJから生t医学習としてスター卜した科教'七

の 学 科 成 呆 の 作品民示発点会が次のとおり IJHか

れます。ぜひ、米年度受講参力JIのために凡マ'を。

b 日時 平成 6年 11月 1711(木)

午 前 10時~午後 3時

じ>場所 中 央 公 民 館

じ>教室と講師名

茶 道 松坂宗決] 書 道 H寺JTI 矢f'，'-f

生け花 渋作 とく スポーツ Jj様FII k少イー

牢ヰ 理 f-]Iオ豆 t与 簸 手芸 藤森 せつ

i羊 裁 野昌三 枝子 日本舞踊 政匡n¥J 綾彩

着 付 鶴谷公美子

パッチワークキルト 三 上 久 イ ー

盆栽山本善蔵 英語 芥藤志伸

「一~心に豊かさとゆとりを求めて~一「

し第2回働く婦人の家利用者発表会」
各種講座、サークノレで学んだイ乍品及び技芸を

展示発表します。

みなさん、お揃いでおいでください。

期日 11月 12 口(土)~11月 13 日(日)

場所 五 所 川 原 市 働 く 財 人 の 家

日平呈

【11月 12日(土)】

午前10時~開館午後 1時 30分~記念講演

演題「青森県の郷土料理」 講師 元東北女子

短期大学教授郷土料理研究家日橋みちょ氏

午後 2 時45分~.3 時 アトラクションーー 「滝

栄 会 」 津 軽 三 味 線 演 奏

午後 5 時~8 時30分舞台発表... ... 3 B体操、

み つ ば 会 、 あ す な ろ 会 、 日 本 舞 踊 、 フ ラ ワ ー ズ

【11月 13日(日)】

午前10時~開館正午~舞台発表 日本舞踊、

あすなろ民言語、みつば会 午後 2時~カラオケ

タイム 午後 3時 15分~閉館

会会期中は、各種サークノレ作品展示 、 お 茶 会 が

聞 か れ て い ま す。

問 い 合 わ せ 働く婦人の家 宮 35-8898 

主催 働く婦人の家利用者発表会実行委以会

協賛 五所川原市

E豆町商関駆車画調E司
0固 定 資 産 税 ・ 都 市 計画 税

第 4 WJ 11月 1 日 ~11月 30 lJ 

o国民健康保険税

第 5 JI;I] 11月 1 日 ~11月 30 ，1

平成6年l1)J1 11 10 



C一 c"“ー 

今井大樹ちゃん （ーッ谷） 

母・文子さん こんにちは、いたずら好きの 
タイ キ 

大樹です。やっと大地を踏みしめて歩けるよう

になりました。 このまま健康で、強くてやさし

い人にーと思っています。 

移動採血車が来ます 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓たご

どの内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 日 時 	間 場 	所 

11月 9 日 

（水） 

午前 9時30分から

午後 3時まで 

日立東部セミコンダ

クタ株式会社敷地内 

午後 3時15分から 

4時まで 

青森県立 

五所川原高等学校 

11月24日 

（木） 

午前 9時30分から 

11時30分まで 
県合 同庁舎前 

午後12時30分から 

3時30分まで 
西北中央病院前 

みんなの健康教室 
ン日時 11月25日（金） 午後 1時から

レ場所 市保健センター 

レ講師 三川 博 先生（布施病院） 

レラニーマ アルコール依存症についてー 

レ主催 北五医師会・市民保健協議会 

、  市役所公35 ユ111 / 

警恐〕する健康相談室へどうぞ 
レ対象 五Il斤川原にホ封主まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事てちし配さ才している方 

ン内容 血.1王相談、病気の相診乏、心の相談 

健康についての話し 

ン料金 無 半斗 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしの 
テーマと時間 

11月11日 13 : 30- 転ばぬ先の骨粗しよ 
新宮集会所 

（金） 14 】 30 
う症予防 

(14 : OO-14 : 30) 

11月11日 10: 00- コレステロールと上 
馬性集会所 

（金） ii: 30 
手なお付き合い 

(10 : 00-iD : 30) 

11月16日 10 : 00- 
松 島 会館 

（水） ii: 30 
尿 検 査 

11月16日 10 : 30- 転ばぬ先の骨粗しよ 
桜田集会所 

（水） 12 : 00 
う症予防 

(11 : 30-12 : 00) 

唐笠柳 11月17日 13 : 00-- 
保健協力員 

（橘 菊江）宅 （木） 14 : 30 

コミュニテイ 11月18日 ii: 00- 温泉の効用 

センター七和 （金） 12 : 30 (12 : 00-12 : 30) 

11月22日 10 : 30- 転ばぬ先の骨粗しよ 
沖飯詰集会所 う症予防 

（火） 12 : 00 (11 : 30-12 : 00) 

11月24日 10: 00--- 寝たきりになっても 
福祉会館 

（木） 12 : 00 
こまらないために 

(10 : 00-b0 : 30) 

11月24日 12 : 30- 
前落集会所 

（木） 14 : 00 

コミュニテイ

センター栄 

11月24日 

（木） 

談
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11月24日 12 : 00- あなたのシエイプア 
中泉公民館 

（木） 13 : 00 
ップ 

(12 : 30-13 : 00) 

11月24日 13 : 00- あなたのストレスコ 
福山公民館 ントロール法 

（木） 14 : 00 (13 : 45-14 : 00) 
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市役所告35-2官官官

liI袋一健康相談室へどうぞ|
じ>対象 白川11))j(に お住まいのみで、ご (1身及

び家}j1Aの身体ぐあいの 'J，:で心配されている)j

b内容 1fll.) 五十"談、病試の相 談‘心の本"談

他山につい ての話し

じ〉料金 無料

b持参 する もの 位 脱土手11長(お持ちのjj)

{;t!:{:佐川が十"談に1ぶじます

タイ キ

今井大樹ちゃん
母・文子さん こんにちは、いたずら好きの

タイキ

大樹です。やっと人A地を踏みしめて歩けるよう

になりました。このまま健康で、強くてやさし

い人にーと思っています。

(ーッ谷)

-E露主EヨiÎ~ヨ~護軍・量・
※献血していただいた方に生化学的検査サー ビス

献血をしてくださった方には、肝臓 ・腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる血液検葺を行い、

後 I1結果をお知らせします。

WJ n H寺 陪l 場 庁f

午前 911寺3C分から 上l立東部セミコンダ

l1}-J 9日 午後 3時まで クタ株式会社敷地内

(水) 午後 3時15分から 青森県立

4時まで 五所川原高等学校

午前9時30分から
県合同庁舎前

11月24日 11時30分まで

(木) 午後12時30分から

3時30分まで
丙北中央病院前

島軍管~~l~蓬諌言温
b日 時 l1)J 251J (金 )

b場所 市保健センター

じ>講師 三 川 博先生(布施病院)

bテー マ アノレコーノレ依存症について

じ〉主催 北五医師 会 ・市 民保健協議会

よ子千'&1 A寺カミら

I刻fl)[tJ)j所 fJ~1i桜月 日開Hi;1I年r/¥J はなしの
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(金) 14. 3 
つ症 H的
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尿検査

般行|集会所
11月16I1 10. 30~ 転ばぬ先の'[')"ff[しょ

(;]<) 12 . 00 
つ症予防
(11 • 30~12. 00) 

r~J~:栃l 11JJl71:1 13 • OO~ 
保健協力員

(繍菊r工)宅 (木) 14. 30 

コミユーアイ 11r]1811 11 • OO~ 百ui泉の効用

センタ一七平I1 (金) 12.30 (12 • OO~ 12 • 30) 

対l飯話集会所
11月22H 10. 30~ 転ばぬ先の竹粗しょ

(火) 12. 00 
う症予防
(11 • 30~ 12 • 00) 

福祉会館
11月24日 10 • OO~ 寝たきりになっても

(木) 12.00 
こまらないために
(10. 00~10. 30) 

11ij治集会所
1UJ24日 12 . 30~ 

(木) 14. 00 

コミューアイ 11片24μ チ供のfll談 10 • 00~12 • 00 

センタ一栄 (木)
成人病のキ!日炎

13 • 00~14 • 00 

中泉公民自nl1UJ24~111 2. OO~ 
あなたのシェイプア

(木) 13. 00 
ツプ

(12 . 30~ 13 • 00) 

悩山公民釦， 111月24H 113. OO~ あなたのス.トレスコ
(木) I 14. 00 ントロール法

(13. 45~14. 00) 
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皆さん「スポーツテスト」に 
	 参加しませんか 
自分の体力や運動能力を確かめてみましよう。 

ン実施日時 月勾戎 6年11月 6 日（日） 

受付午前 8時45分五所川原市民体育館 

ぐサブ体育館） 

開始午前9時～ 

＞実施場所 

〇五所川原市民体育館（サブ体育館） 

～体力診断テスト 

〇五所川原市菊ケ丘運動公園 

～運動能カテスト 

）対象者 

勤労青少年（18歳～30歳まで）の男女 

一 参加募集人数 50名 

' ＞実施内容 

(1）運動能力テスト ア、50M走・イ、 

走り幅跳び・ウ、ハンドボール投げ 

ェ、懸垂、斜め懸垂・オ、持久走 

(2）体力診断テスト ア、反復横とび 

イ、垂直とび・ウ、背筋力・ェ、握力 

オ、伏臥上体そらし・カ、立位体前屈 

キ、踏み台昇降 

レ参加締め切り 

11月 4 日（金） 正午厳！守 

＞その他 雨天の場合、体力診断テスト 

（サブ体育館）のみ実施します。 

連絡先 五所川原市教育委員会 

生涯スポーツ課 ”35-2111 （内線248) 

●ヌマスギ 

市立図書館 

平和町通り十 	→青森・弘前方面 

篭めぐり ノ
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「皆さん「スポーツテストJrこ「
参加しませんか」

自分の体力や運動能力を確かめてみましょう。

じ〉実施日時 平成 6年 11月 6日(日)

受付午前 8時 45分五所川原市民体育館

(サブ体育館)

開始午前 9時 ~

じ>実施場所

0五所川 原市民体育館(サブ体育館)

~体力診断テス ト

0五所川 原市菊ヶ丘運動公園

~運動能力テスト

じ>対象者

勤労青少年 (18歳~30歳まで)の男女

参加募集人数 50名

じ>実施内容

(1) 運動能力テスト ア、 50M走 ・イ、

走り幅跳び ・ウ、ハンド‘ボーノレ投げ

エ、懸垂、斜め 懸垂 ・オ、持久走

(2) 体力診断テスト ア、反復横とび

イ 、垂直とび ・ウ、背筋力 ・エ、握力

オ、伏臥上体そ らし ・カ、立位体前屈

キ、踏み台昇降

じ〉参加締め切り

11月 4日(金) 正午厳守

じ〉その他 雨天の場合、体力診断テス ト

(サブ体育館)のみ実施します。

連絡先 五所川 原 市教育委員会

生涯スポーツ課 宮 35-2111 (内線248)
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